2009/04/10
社会基盤工学インターンシップの進め方

以下は、今後の進め方に関する連絡です。下記の事項をよく読んで、担当教員・指導教員とよく協議の上、実習先との調整を進めてください。
１．実習担当教員
　学生の実習分野を考慮して、宇都宮、木元、塚田の３名で分担して担当する。実習参加者リストを作成して、後日メールで送付する。
２．実習前に行うこと
（１）実習計画書の作成
　具体的実習先・実習時期・実習課題・実習の進め方について、指導教員および実習担当教員のアドバイスを受けながら記入すること。最終的な実習計画書は、指導教員のチェックを受けたのち、実習担当教員に提出すること。
実習計画書ができれば、実習先との受け入れ調整を開始する（指導教員または実習担当教員を通じて）。

（２）学生教育研究災害傷害保険（学研災）・学研災付帯賠償責任保険（学研賠）の確認
　実習時には、必ず上記の保険に加入しておくこと。詳細は、
　http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/education/campus/health/guide/saigai.htm
（３）実習先への文書送付
　ある程度調整ができた段階で以下の文書を先方に送付。発送方法は担当教員と調整。
　１）実習依頼書：
 　　　先方に送付する正式依頼文書。専攻長名で発送。
　２）実習実施に関するお願い：
　　　インターンシップ制度の受け入れ条件などを説明したもの。
　３）実習受け入れ承諾書：
　　　先方から受け入れ承諾を受ける正式文書（記入の上、学生本人あてに返送してもらう。返送されてきたら、実習担当教員まで持参する）
３．実習中に行うこと
（１）インターンシップ手帳の実習の心得（学生に対する手引書）をよく読んで、指示にしたがうこと。
（２）実習日誌を作成すること。
　　　　日付，場所，実習内容（感想なども交えて）を記載。
４．実習終了後に行うこと
（１）実習証明書：
　　　　実習終了時に、先方担当者にインターンシップ手帳の該当欄に記入を依頼する。

（２）インターンシップ手帳：

　　　　実習終了後、インターンシップ手帳を実習担当教員に提出する。担当教員は内容確認後返却。

（３）実習報告書：

　 以下の２種類のレポートを１２月末までに実習担当教員に提出する。なお、記載内容については、予め実習先の了解を取っておくこと。ここで、実習報告書①は内部資料（実習担当教員限り）、実習報告書②は公開資料である。
（実習報告書①）

　　本レポートであり、実習成果についてとりまとめ実習担当教員に提出する。

（様式）Ａ４，余白（上左右25mm，下30mm），10.5ポイント，45行／頁程度

　　１枚目：実習テーマ，所属，氏名，実習先，実習期間，実習先概要，実習成果概要，実習全般に対する感想・意見など

　　２枚目以降：実習成果報告，謝辞，参考資料
　（注）全体で６または８枚程度
（実習報告書②）
　　上記レポートの公開用の概要版（２ページ）であり、実習担当教員に提出する。

（様式）Ａ４，余白（上左右25mm，下30mm），10.5ポイント，45行／頁程度

実習テーマ，氏名，所属，要約（実習先，実習期間，実習内容の簡単な説明），実習成果，謝辞，参考資料
（４）成果報告会
発表時間は各１２分程度（８分発表＋４分質疑）とする。

上記の実習報告書②を収録したものを人数分配布するので、特に必要な場合を除き、配布資料は不要。その他の配布資料が必要な場合は実習担当教員に申し出ること。

会場には液晶プロジェクターを用意するので、PC（パワーポイント等）による発表を原則とする。PCの持込については、実習担当教員と相談すること。
５．今後の予定

４～６月　担当教員ごとに調整

７～１２月　実習期間
１月　発表会
２月　単位認定
６.今後の連絡

　今後の連絡はメールを中心に行うので、注意して的確に対応すること。

　　担当教員：　　宇都宮智昭　C1-251室　内線3161　utsunomi@mbox.kudpc.kyoto-u.ac.jp


　木元小百合　C1-581室　内線3192　kimoto@mbox.kudpc.kyoto-u.ac.jp
　　　　　　　　　塚田　和彦　C1-351室　内線3216　tsukada@kumst.kyoto-u.ac.jp

社会基盤工学インターンシップ　履修希望アンケート票
（提出：４月１７日（金）までに２５１号室前の提出ＢＯＸへ（多少の空欄があっても可））

学年（○を付ける）：　Ｍ１，Ｍ２，その他（　　　　　）

指導教員：　　　　　　　　　　　　　
氏    名：　　　　　　　　　　　　　，学籍番号：　　　　　　　　　　　　　
連　絡　先：電話・携帯電話など　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　メールアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　住　　所　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

希望実習先：（機関名および具体的実習希望場所（地域）があれば記載すること）

①国（国土交通省など）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②地方公共団体：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
③その他公的機関（公団など）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
④民間企業：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　実習希望先との調整方法（○を付ける）：　学生本人，　指導教員，　専攻実習担当教員
実習希望時期・期間（希望する形態（いずれか），時期（複数月可）に○）

　　①実習形態：　連続（実質１５日間以上），不連続（実質１５日間以上）

　　②実習時期：　６，７，８，９，１０，１１，１２月

希望実習テーマ

　テーマ名（仮題）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　具体的説明（200字程度）：

　主な実習方法（○を付ける）：計画，設計，実験，観測，ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ，事業（施工）管理

その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　上記テーマを希望する理由（200字程度）：

　卒業論文テーマ及び上記テーマとの関係（100字程度）：

